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シナモロールと他のキャラクターがデザインされた特
別ラッピング列車が運行します。
【運行期間】来年1月 31日㈰まで　
　　　　　　　　　　　　　 　　　《企画政策課》
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京都丹後鉄道で京都丹後鉄道で
特別ラッピング列車が運行！特別ラッピング列車が運行！

　舞鶴市では一般財団法人自治総合
センターが行う宝くじの社会貢献広
報事業であるコミュニティ助成事業を
活用し、野村寺自治会の森林整備用
チッパー機の購入を支援しました。
　　　　　　　　　　　　《農林課》

コミュニティ助成事業の活用コミュニティ助成事業の活用
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　今後はリシタン焼
きを通じた文化交流
など、さらに幅広く
連携を深めていきま
す。

TOPIC⑤10/9～12 ウズベキスタン代表団の訪問 姉妹都市の絆を未来へ

　戦後の引き揚げの縁から交流を重ね、今年5月に姉
妹都市となったウズベキスタン・リシタン地区などか
ら代表団が来訪。提携記念と市民への報告を兼ねた
今回の訪問では、平和祈念式典や祝賀会などによって
友好の絆を深めました。

TOPIC③
9/26

マールまつり
地域との交流のきっかけを

　みずなぎ丸田学園で開催された「マールまつり」は、
施設の利用者や地域の住民、子ども達との交流を目
的に行われています。
　当日は園内が一般開放され、ステージ発表や模擬店、
利用者による手作り
製品の販売が行わ
れました。地域との
温かい交流が生ま
れ、親睦を深める1
日となりました。

TOPIC④
10/10

ふるるファーム20周年記念
フォーラム
地域とともに歩んだ20年

　開園から20周年を迎えた「ふるるファーム」で、記
念フォーラムが開催されました。生産者と消費者を結
ぶ拠点として歩んできたこれまでの歴史を振り返り、
次の20年へ向けた
新たな挑戦について
意見を交わしました。
　これからも大浦地
域を拠点にした、に
ぎわい作りに取り組
みます。

TOPIC②
9/19

海上保安学校卒業式
地域との交流のきっかけを

　海上保安学校で卒業式が執り行われました。法律
や専門技術の知識、体力と判断力などを舞鶴で身に
付けた卒業生125人が全国の海へ飛び立ちました。
　海上の安全確保や治安維持、人命救助など、日本の
海を守る若き海上
保安官としての今後
の活躍を応援してい
ます。

　吉原の重伝建選定、ウズベクとの絆、
初の花火大会、各地のお祭り、若き海
保の門出など、人と人が紡ぐ温かな訪
れが舞鶴の秋を彩りました。 
　DXやAIで便利を補い、人がつな
がる地域へと原点回帰。愛と誇りが
原動力です。

TOPIC①
9/15

ポスコロSIPシンポジウム
教育×デジタル＝東大との連携

舞鶴市は人口減少を新しい社会への変革期と捉え「全
ての人が自分らしく活躍できるまち」を目指しています。
国立研究開発法人科学技術振興機構主催のシンポジウ
ムでは、ポストコロナ時代の教育のあり方を議論し、そ
の鍵となる人づくり
に向け、東京大と連
携してデジタル技術
を活用し、教員が子
どもと向き合う時間
を生み出す取り組み
などを紹介しました。

写真提供：国立研究開発法人科学技術振興機構(JST)




